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	開催趣旨
	近年、地球規模で気候や環境の変化が急激に進行しており、私たちの日常生活にそのリスクが顕在化しつつあります。社会の発展は、大量のエネルギーを消費し、資源を枯渇させるとともに、地球圏の炭素量を増大させ、悪循環に陥ろうとしています。したがって、持続可能かつ安全な社会の実現に向けて、各界にその対応が要請されているところです。
	斜面工学の分野においても、想定外の豪雨や地震による斜面災害に対して、その原因やメカニズムの究明、更には対策技術の改良・開発を行ってきました。しかしながら、急激な気候変動に対応するには、より効果的な対策を講じていく時期が到来しています。また、災害から人々や社会インフラを守る斜面安定工も老朽化が進行し、点検・補修・更新が待ったなしの状況です。
	そこで、本シンポジウムではこれらの現状を鑑みて、当会の設立趣旨に則り、実務者の視点で、現場で遭遇する様々な技術的課題を共有し、議論の中で解決の方向性を探る場として開催を企画しました。この点で、現場重視の技術成果を取り上げるべく、技術者間の知識・技術継承をより活発に行うことを考えています。
	これから技術士等の資格を目指される方、博士に興味がある方、個々の技術を改良普及したい方などにとって相談の場になることを考えています。若手から中堅の方、さらには新しい分野、違う分野を開拓したい方の参加を歓迎します。
	達成目標
	本シンポジウムは、応用斜面工学的見地から持続可能な社会を築くために、斜面災害やインフラ劣化に伴って生じる課題について、英知を駆使して解決策の道筋を見いだすことを目的とします。革新的な考えを統合することで、社会環境の変化をもたらす提言が採択されることを期待します。
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	スケジュール
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